
卒業研究
農林システム学
農地工学Ⅱ
山間地環境計画学Ⅱ

農業政策論
農業思想論
協同組合論
食品産業論

昆虫生物学
植物生態学
動物行動学

三
年
次

コ
ー

ス
所
属

専
門
科
目

地域環境工学実験
地域環境計画実習
山間地環境計画学実習
専門英語
土質力学演習

農業水利学
環境水利学
農地工学Ⅰ
水利造構学
山間地環境計画学Ⅰ
農山村景観整備論

国際農業論
応用土壌学
生産機械学Ⅰ
生産機械学Ⅱ
環境物理化学

保全生態学
環境生物学
森林生態学

二
年
次

測量学実習
農場実習Ⅰ
コンピュータ演習
構造力学演習
水理学演習
地域環境情報学演習

環境基礎構造学
構造力学Ⅰ
水理学Ⅰ
土質力学
測量学
応用測量学
応用数学
地域環境情報学
環境水文学
土壌物理学

地域農業戦略論
園芸学
畜産学汎論
作物学汎論

水圏生態学

地域環境工学概論
地域計画学
応用自然環境学

基
礎
科
目

基礎ゼミナール 生物学の基礎学
科
所
属

専
門
基
礎
科
目

一
年
次

21
世
紀
教
育
科
目

地域環境工学科 農山村環境コースの履修モデル

四
年
次

専
門
分
野
配
属

専
門
科
目

専門分野配属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点

 

基礎科目

農山村環境領域の
隣接・学際領域を学ぶ

科目群

専門基礎が確かな
実学的人材の育成

基礎の生物学から応用の
農学まで幅広く科学的
視野を持つ人材の育成

大学院進学

テーマ科目（国際･環境・健康・科学・社会・文化・人間・
特設）から４領域各１科目２単位計８単位、
適宜選択して３科目６単位　（環境・健康・科学から６単位
国際・社会・文化・人間から８単位）
言語コミュニケーション実習

21世紀教育・専門教育ガイダンス

隣接・学際領域 生物学領域

教養科目

数学の基礎・物理学の基礎・ 化学の基
礎・統計学の基礎
文化系基礎・社会系基礎・情報系基礎

専
門
分
野
へ
の
関
心
を
段
階
的
に
集
約
し
明
確
化
・
具
体
化
さ
せ
る

自己の専門分野の視点から
関心を拡げるように指導

農山村環境領域

自己の専門をベースに
課題を学際的・総合的
に把握でき、応用力が

ある人材の育成

産業と社会とに貢献できる資質・能力を
備えた職業人・社会人として活躍

コース所属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点を作ることができるように指導

       卒業研究 （４年間の学習を学生自らが集大成）

農学生命科学概論Ⅰ・Ⅱ（学部共通・必修）

生物学分野を学ぶ学生には農学を通して応用的・実学的視点を
拡げることの必要を、農学分野を学ぶ学生には生物学を応用的
課題に活かす必要と本学部の教育理念を理解させる。

実験・実習・演習がカリキュラムの軸

  自ら課題に取り組むことによって自主性・
実際性・応用力を養う。実験等と講義との関
係,隣接・学際領域・生物学領域を学ぶ意味
を理解できるように指導

農学の基礎・
生物学を学ぶ

科目群

理農融合：自己の専門を基礎に隣接領域から対を
なす生物学または農学まで学ぶ。



卒業研究

農林システム学
農地工学Ⅱ
山間地環境計画学Ⅱ

農業政策論
農業思想論
協同組合論
食品産業論
農地工学Ⅱ

昆虫生物学
植物生態学
動物行動学

三
年
次

コ
ー

ス
所
属

専
門
科
目

地域環境工学実験
専門英語
地域環境工学実習

農業水利学
環境水利学
農地工学Ⅰ
土木材料学
土木施工
水利造構学
構造物設計法
山間地環境計画学Ⅰ
農山村景観整備論

国際農業論
応用土壌学
生産機械学Ⅰ
生産機械学Ⅱ

保全生態学
環境生物学
森林生態学

二
年
次

測量学実習
農場実習Ⅰ
コンピュータ演習
水理学演習
地域環境情報学演習

環境基礎構造学
構造力学ⅠⅡ
水理学ⅠⅡ
土質力学
測量学
応用測量学
応用数学
応用推計学
地域環境情報学
環境水文学
土壌物理学
技術者倫理学

地域農業戦略論
園芸学
畜産学汎論
作物学汎論

水圏生態学

地域環境工学概論
地域計画学
応用自然環境学

基
礎
科
目

基礎ゼミナール 生物学の基礎

学
科
所
属

専
門
基
礎
科
目

一
年
次

21
世
紀
教
育
科
目

地域環境工学科 農業土木コースの履修モデル

四
年
次

専
門
分
野
配
属

専
門
科
目

専門分野配属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点

 

基礎科目

農学の基礎・
生物学を学ぶ

科目群

農業土木工学の隣接・
学際領域を学ぶ

科目群

技術士補として専門基礎が確
かな実学的人材の育成

基礎の生物学から応用の
農学まで幅広く科学的
視野を持つ人材の育成

大学院進学

21世紀教育・専門教育ガイダンス

隣接・学際領域 生物学領域

教養科目

数学の基礎・物理学の基礎・ 化学の基
礎・統計学の基礎
文化系基礎・社会系基礎・情報系基礎

専
門
分
野
へ
の
関
心
を
段
階
的
に
集
約
し
明
確
化
・
具
体
化
さ
せ
る

自己の専門分野の視点から
関心を拡げるように指導

農業土木学領域

コース所属ガイダンス：専門分野に自己の立脚点を作ることができるように指導

自己の専門をベースに
課題を学際的・総合的
に把握でき、応用力が

ある人材の育成

産業と社会とに貢献できる資質・能力を
備えた職業人・社会人として活躍

       卒業研究 （４年間の学習を学生自らが集大成）

テーマ科目（国際･環境・健康・科学・社会・文化・人間・
特設）から４領域各１科目２単位計８単位、
適宜選択して３科目６単位　（環境・健康・科学から６単位
国際・社会・文化・人間から８単位）
言語コミュニケーション実習

農学生命科学概論Ⅰ・Ⅱ（学部共通・必修）

生物学分野を学ぶ学生には農学を通して応用的・実学的視点を
拡げることの必要を、農学分野を学ぶ学生には生物学を応用的
課題に活かす必要と本学部の教育理念を理解させる。

実験・実習・演習がカリキュラムの軸

  自ら課題に取り組むことによって自主性・
実際性・応用力を養う。実験等と講義との
関係,隣接・学際領域・生物学領域を学ぶ意
味を理解できるように指導

理農融合：自己の専門を基礎に隣接領域から対を
なす生物学または農学まで学ぶ。




